










ＩＴを利用することで業務が簡単便利になる／ＩＴを利用したほうが良い場合と、利用しない方が良い場合の
分かれ目の判断／ＩＴ導入に伴う対費用効果についての分かりやすい説明／介護施設のトータルなご提案
（施設環境を含む）／ＶＰＮ（企業のネットワークを楽に構築するための技術）提案・構築／サーバの販売や
管理／ＯＳインストールとそれに伴うソフトウエア及びデータ移行／業務システム販売、構築（インストール・
初期設定）／利用できる補助金の提案／資産管理ソフト販売・設定／OS更新（パソコン入替）による相談／
システム販売／パソコン販売、セットアップ　他多数

一般企業や団体のICTを手掛ける部門もラインズオカヤマにはあります。
基本的な考え方は教育ICTと同じですが、
企業ICTの方が「いま困っていること、不便なことを、できるだけ早く解決したい」と相談されることが圧倒的に多いです。

お客様とお話しするとき、いわゆるITの専門用語はできるだけ使いません。
これはラインズオカヤマの社員全員が心がけていることです。
お客様の気持ちになって困り事やご要望を伺い、
一緒に考え、改善・解決するためのシステムやサービスをご提案します。

私たちの仕事は、お客様にとって本当に必要なものだけを提案し、納めること。
機器やシステムを売るのではなく、ＩＣＴで課題を解決する仕事です。

どんな場合でも後になってお客様が「最善の選択をした」と確信を持てるように。
相談しやすく、なんでも聞ける。なんでも言える。そんな存在を目指して、今日もあちこちを走り回っています。
いつでも声をかけてください。
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システム設計とシステムデザインを手掛ける部署は、人情味にあふれた技術者集団です。
システム構築には最新の技術やサービスを積極的に取り入れながら、
お客様にとっての「分かりやすさ、使いやすさ」を同様に重視。
説明の仕方や表示の仕方、設定などに「安心して使えるためのプラスアルファ」を心がけています。
「お客様から頼りにしてもらえる会社」
「業務のシステム化について一番に相談してもらえる会社」
「Ｗｅｂを利用したシステムを提供できる会社」を目指し、個々でもチームでも精進を重ねています。

また、事業の全領域において、積極的に情報セキュリティに取り組み、顧客及び取引先の情報資産を
安全に管理することが、経営課題であると自覚し、以下に基づき情報セキュリティを実践します。

顧客及び取引先からの信頼の保持と事業活動のリスクマネジメントとの調和を確実にするため、
クラウドサービスを含むISMSを確立し維持する。
事業上及び法令又は規制要求事項、並びに契約上のセキュリティ義務の重要性を理解し遵守する。
経営陣及び全従業員は情報資産を適切に管理するため、情報セキュリティに関する活動に参画する。
情報資産に対するリスクを常に適切に評価し、ISMSの継続的改善を実施する。

さまざまな課題解決には優れた知見や技術が必要不可欠です。
ラインズオカヤマでは、各分野の企業とパートナーシップを構築。
いずれも実績と企業姿勢において高い信頼を置ける企業です。
教育機関でも民間企業でも、ICTのプロジェクトがスムーズに進捗し、お客様の要望や課題解決を叶えて
確実な成果につながるよう、ラインズオカヤマは統括責任者として全工程をコーディネートします。



ラインズオカヤマに生息するヒラメ木の精霊。分身
の術を使って学校やイベント会場などに現れる。く
るくる回りながら楽しいことを吸収、成長を続ける。
眠そうに見えて実は深いまなざし。常に教育や社会
の未来を見ている。

ラインズオカヤマは1988年の創業以来、教育に特化した事業を展
開してきました。創業30年を迎えた2017年には、一般社団法人日
本教育情報化振興会が主催する「第1回教育セミナーinおかやま」
（情報教育対応教員研修全国セミナー）の事務局として全面的に運
営をサポート。次代を担う「教育ICT」をテーマに、文部科学省による
基調講演、有識者によるワークショップを行い、たいへん好評をいた
だきました。その後も教育セミナーを継続して開催。参加者は県内外
の教育関係者を中心に延べ１５００名に上ります。
ラインズオカヤマの強みは何か、どのように地域や社会に貢献でき
るのか、社内で何度も議論を重ね、『「学ぶ」と「はたらく」を楽しく』
を「ラインズの哲学」としました。教育を中心に未来を拓く企業とし
て、どんなことにも自由な発想でかかわっていく。果敢にチャレンジ
する。
これからもお客様に高品質なサービスを提供し、満足向上を図る企
業であるよう努めます。∞には「楽しさと可能性を無限大に」との願
いを込めました。 LINES∞にご期待ください。

株式会社ラインズオカヤマ 代表取締役　松井 正之


